
おくたま ふくし( １ )

昨
年
の
11
月
に
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
福

祉
バ
ザ
ー
を
今
年
度
は
６
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
模
擬

店
の
出
店
も
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
に
戻
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
福
祉
バ
ザ
ー
の
収
益
は
、
地
域
福
祉
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の
財
源
及
び
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
費
の
助
成
に
充
て
お
り
、

住
民
皆
様
か
ら
品
物
を
ご
提
供
い
た
だ
き
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
品
物
の
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
各
自
治

会
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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おくたま ふくし( ２ )

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

政
府
の
見
解
は
、
「
今
後
の
感
染
拡

大
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
同
程
度
の
感

染
力
・
病
原
性
の
変
異
株
に
よ
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
行
動
制
限
は

行
わ
ず
、
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し

な
が
ら
、
高
齢
者
等
を
守
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
感
染
拡
大
措
置
を
図

る
こ
と
」
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
社
協
に
お
け
る

令
和
５
年
度
の
各
種
事
業
は
、
中
止

す
る
こ
と
な
く
感
染
症
対
策
を
講
じ

工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
し
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
我
が
町
で
は
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
で
の
「
た
す
け
あ

い
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
新

し
い
生
活
習
慣
の
中
で
も
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
積
極
的
に
参
画
し
、
活
躍

し
て
い
た
だ
く
「
地
域
共
生
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
奥
多
摩

町
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
や
ま
び
こ

計
画
」
に
則
り
、
「
福
祉
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
」
と
し
て
、
情
報
発

信
と
新
た
な
講
座
・
教
室
の
検
討
、

「
安
心
で
き
る
日
常
生
活
支
援
」
で

は
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑

な
実
施
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
」
で
は
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
発
掘
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン

タ
ー
の
整
理
・
充
実
、
運
営
委
員
会

の
充
実
な
ど
、
目
標
を
明
確
に
し
、

活
動
計
画
の
理
念
で
あ
る
「
心
と
心

笑
顔
と
笑
顔
を
つ
な
ぐ
ま
ち
奥
多

摩
」
を
合
言
葉
に
事
業
の
展
開
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
成

年
後
見
制
度
推
進
機
関
を
設
置
い
た

し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
精
神

上
の
障
害
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十

分
な
場
合
に
本
人
を
法
律
的
に
保
護

し
、
支
え
る
た
め
で
あ
り
、
制
度
の

利
用
相
談
や
手
続
き
支
援
、
後
見
人

と
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。社

会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
る
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
も
、
市

町
村
の
任
意
事
業
で
す
が
、
奥
多
摩

町
で
も
４
月
か
ら
準
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
市
町
村
に
お
い
て
既
存
の

相
談
支
援
や
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
活
か
し
、
子
ど
も
・
障
害
・
高

齢
・
生
活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
別
の

支
援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
よ

う
な
「
地
域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合

化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
」
に
対
応
す
る

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た

め
「
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
」
、

「
参
加
支
援
」
、
「
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
受

託
す
る
形
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
10
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

は
複
数
税
率
に
対
応
し
た
消
費
税
の

仕
入
れ
税
額
控
除
の
方
式
で
、
免
税

事
業
者
、
課
税
事
業
者
を
問
わ
ず
全

て
の
事
業
者
に
影
響
の
あ
る
新
し
い

税
制
度
で
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
適
応
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
地
域

福
祉
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

地
域
で
い
き
い
き
と
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
同
じ
地
域
に
暮
ら

す
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
行
政
、
民
間
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
団
体
等
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

２
．
法
人
運
営
事
業

(1)
役
員
会
の
開
催

(2)
監
事
会
の
開
催

(3)
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
の
増
強
及

び
主
財
源
の
確
保

社
会
福
祉
協
議
会
が
事
業
展
開
し

て
い
る
地
域
福
祉
活
動
を
皆
様
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
そ
の
財
源
と
な
る

会
員
（
会
費
）
及
び
寄
付
金
の
増
強

を
図
る
ほ
か
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催

し
、
基
金
へ
の
積
立
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

①
会
員
会
費
の
増
強
月
間

②
寄
付
金
の
受
付

③
第
25
回
福
祉
バ
ザ
ー

(4)
調
査
・
企
画
・
啓
発

福
祉
大
会
を
開
催
し
、
社
会
福
祉

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
、

並
び
に
め
で
た
く
金
婚
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
ご
夫
妻
を
お
祝
い
し
ま
す

(5)
普
及
宣
伝

情
報
公
開
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

①
「
お
く
た
ま
ふ
く
し
」
の
発
行

②
町
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
取
材

③
各
種
団
体
が
情
報
発
信
で
き
る

掲
示
板
の
設
置
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
作
成

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

３
．
地
域
福
祉
事
業

(1)
高
齢
者
福
祉
事
業

在
宅
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

令
和
５
年
度

事

業

計

画

１
．
基
本
方
針



おくたま ふくし( ３ )

域
で
、
健
康
で
安
心
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
い
た
し
ま
す
。

①
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行

②
金
婚
の
お
祝
い

③
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈

④
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
協
力

(2)
障
が
い
者
福
祉
事
業

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送

り
、
積
極
的
な
社
会
参
加
が
図
れ
る

よ
う
支
援
い
た
し
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
の
協

力
②
重
度
身
体
障
が
い
者
日
帰
り
見

学
会③

西
多
摩
障
が
い
者
絵
画
展
の
開

催
④
精
神
障
が
い
者
の
つ
ど
い
「
な

ご
み
運
営
委
員
会
」
事
業
へ
の
協
力

⑤
障
が
い
者
世
帯
の
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
事
業
援
助

(3)
ひ
と
り
親
家
庭
・
乳
幼
児
及
び
児

童
福
祉
事
業

地
域
に
お
け
る
育
児
環
境
の
福
祉

向
上
を
図
り
ま
す
。

①
低
所
得
世
帯
へ
の
就
学
援
助

②
奨
学
就
学
資
金
の
借
入
れ
斡
旋

③
保
育
園
児
等
観
劇
招
待

④
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
事
業
援
助

(4)
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
の
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
利
用
者
並
び
に
介

護
者
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

①
介
護
機
器
等
の
無
料
貸
出
し

②
福
祉
車
両
の
無
料
貸
出
し

③
介
護
用
品
の
交
付
事
業

(5)
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

福
祉
向
上
、
青
少
年
育
成
、
住
民

の
健
康
づ
く
り
等
の
事
業
を
行
う
団

体
へ
公
募
に
よ
る
単
年
度
の
助
成
事

業
を
行
い
ま
す
。

(6)
買
い
物
支
援
事
業

町
内
の
小
売
店
が
軒
並
み
廃
業
し

て
お
り
、
町
内
で
生
活
に
必
需
な
も

の
を
買
い
そ
ろ
え
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
お
り
、
自
ら
買
い
物
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
買

い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
買
い
物
支
援
事

業
を
行
い
ま
す
。

(7)
戦
没
者
慰
霊
事
業

古
里
・
氷
川
地
区
に
あ
る
忠
霊
塔

の
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

奥
多
摩
町
戦
没
者
追
悼
式
を
毎
年

開
催
に
て
執
り
行
い
ま
す
。

４
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
個
人
の
自

発
的
な
意
思
に
基
づ
く
自
主
的
な
活

動
で
あ
り
、
活
動
者
個
人
の
自
己
実

現
へ
の
欲
求
や
社
会
参
加
意
欲
が
充

足
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
お

い
て
は
そ
の
活
動
の
広
が
り
に
よ
っ

て
、
社
会
貢
献
、
福
祉
活
動
等
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
様
々
な
構
成
員
が

と
も
に
支
え
合
い
、
交
流
す
る
地
域

社
会
づ
く
り
が
進
む
な
ど
、
大
き
な

意
義
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

当
法
人
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
町
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
参

加
を
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て

お
り
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
適
切
か

つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
運

営
委
員
会
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

や
ま
び
こ
計
画
の
半
期
の
見
直
し
に

基
づ
き
、
運
営
委
員
会
の
活
動
を
充

実
さ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
や
他

の
情
報
発
信
の
方
法
を
検
討
し
、
多

く
の
機
会
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
住
民
の
関
心
を
高
め
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
積
極
的
に
開
拓
す

る
こ
と
に
よ
り
、
誰
で
も
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
事
業
を
行
い
ま
す
。

(1)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
お
く

た
ま
運
営
委
員
会
の
開
催

①
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

規
程
・
様
式
の
整
備

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
調
査
の

実
施

(2)
養
成
研
修
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
の
開
催

６
月
３
日

②
手
話
講
習
会
の
開
催

③
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
開
催

④
指
圧
講
習
会
の
開
催

⑤
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催

７
月
～
８
月

(3)
組
織
化
・
登
録
斡
旋
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
代
表
者
連

絡
会
の
開
催

②
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大

③
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
斡

旋
事
業

④
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
開
拓

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業

補
助
金
助
成

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
施
設
と
の

連
絡
調
整
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡
旋

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
掛
金
助
成

(4)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
事
業

福
祉
バ
ザ
ー
収
益
の
一
部
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
団
体
運
営
費
と
し
て

助
成

(5)
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

①
大
規
模
な
災
害
時
に
必
要
と
さ

れ
る
備
品
等
の
整
備

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

訓
練
（
１
月
）

(6)
広
報
・
啓
発
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行

（
社
協
広
報
紙
同
時
発
行

年
４
回
）

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報



おくたま ふくし( ４ )

５
．
福
祉
団
体
へ
の
助
成
事
業

各
団
体
等
に
助
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
社
会
的
自
立
、
社
会
復
帰
又
は

そ
の
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
に
支
援
い
た
し
ま
す
。

(1)
助
成
対
象
団
体
等

①
保
護
司
会

②
奥
多
摩
町
自
治
会
連
合
会

③
奥
多
摩
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

④
奥
多
摩
町
身
体
障
害
者
福
祉
協

会
⑤
保
育
園
（
古
里
・
氷
川
）

⑥
タ
ン
ポ
ポ
の
会

（
障
が
い
者
世
帯
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
）

⑦
な
ご
み
運
営
委
員
会

（
精
神
障
が
い
者
の
つ
ど
い
）

⑧
ち
び
っ
こ
ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー

（
自
主
保
育
グ
ル
ー
プ
）

⑨
古
里
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

⑩
奥
多
摩
柔
道
会

⑪
奥
多
摩
剣
道
会

⑫
氷
川
Ｆ
Ｃ
（
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）

⑬
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ガ
ー
ル
ズ

（
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）

６
．
受
託
事
業

町
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を
受

託
し
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ

に
即
応
し
な
が
ら
、
効
果
的
に
以
下

の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

(1)
高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(2)
高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

事
業

(3)
低
所
得
者
・
離
職
者
対
策
事
業

(4)
高
齢
者
見
守
り
相
談
事
業

(5)
地
域
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業

(6)
成
年
後
見
制
度
推
進
機
関

(7)
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

(8)
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促

進
資
金
貸
付
事
業

(9)
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

７
．
奥
多
摩
町
福
祉
会
館
指
定
管
理
事
業

町
よ
り
「
奥
多
摩
町
福
祉
会
館
指

定
管
理
者
」
の
指
定
を
受
け
、
奥
多

摩
町
福
祉
会
館
の
効
果
的
な
運
営
・

管
理
を
行
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
予
約
状
況
、
利
用
方
法
、

使
用
料
金
等
を
案
内
す
る
な
ど
、
利

用
者
へ
の
情
報
提
供
と
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

８
．
た
す
け
あ
い
の
推
進
事
業

自
治
会
を
は
じ
め
各
事
業
所
、
各

団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
相
互
扶
助

を
理
念
と
し
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
た

す
け
あ
い
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

(1)
日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

(2)
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

こ
の
募
金
は
、
町
に
お
け
る
募
金
額

の
65
％
が
、
町
内
の
保
育
施
設
、
民

間
社
会
福
祉
団
体
等
の
事
業
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
実
施
申
請
事
業

〇
毎
日
の
生
活
に
必
要
な
備
品
・
遊

具
の
更
新
事
業
（
古
里
保
育
園
）

○
砂
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

（
氷
川
保
育
園
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
発
行
事
業

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

(3)
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募

金
運
動

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
要
援

護
世
帯
へ
の
見
舞
金
や
災
害
見
舞
金

と
し
て
、
12
月
中
に
配
分
を
行
い
、

募
金
の
一
部
を
東
京
都
共
同
募
金
会

へ
納
付
し
、
令
和
５
年
度
に
実
施
さ

れ
る
、
次
の
地
域
福
祉
事
業
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

①
奥
多
摩
町
福
祉
大
会
事
業

②
介
護
機
器
貸
出
事
業

③
ま
ご
こ
ろ
助
成
事
業

④
高
齢
者
福
祉
事
業

（
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
旅
行
）

⑤
児
童
・
生
徒
低
所
得
世
帯
就
学
援

助
事
業

⑥
保
育
園
児
観
劇
招
待
事
業

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

９
．
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
」

と
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
で
は
、
利
用
者
へ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ご
家
族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
か
ら
の
受
託
事
業
と
し

て
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

(1)
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業

(2)
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

(3)
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

利
用
者
宅
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
を
行
い
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
方
々
が
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る

よ
う
支
援
い
た
し
ま
す
。

(1)
訪
問
介
護
事
業

(2)
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

(3)
居
宅
介
護
支
援
事
業

(4)
障
害
者
移
動
支
援
事
業

(5)
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

(1)
指
定
居
宅
会
議
支
援
事
業

(2)
介
護
予
防
支
援
事
業

(3)
要
介
護
認
定
調
査
の
受
託

10
．
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
“
お
く
た
ま
”
事
業

11
．
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩
事
業



おくたま ふくし( ５ )

（単位：千円）

科 目
社会福祉事業区分

内部取引消去 合 計
地域福祉事業 介護事業 合 計

【事業活動による収支】

収

入

会費収入 3,300 0 3,300 0 3,300

寄附金収入 2,100 0 2,100 0 2,100

経常経費補助金収入 74,068 0 74,068 0 74,068

受託金収入 55,831 0 55,831 0 55,831

事業収入 1,283 330 1,613 0 1,613

介護保険事業収入 0 89,981 89,981 0 89,981

障害福祉サービス等事業収入 0 5 5 0 5

基金受取利息配当金収入 0 0 0 0 0

受取利息配当金収入 26 3 29 0 29

その他の収入 85 0 85 0 85

事業活動収入計(1) 136,693 90,319 227,012 0 227,012

支

出

人件費支出 98,245 75,867 174,112 0 174,112

事業費支出 24,476 12,087 36,563 0 36,563

事務費支出 11,281 10,978 22,2591 0 22,259

分担金支出 43 0 43 0 43

助成金支出 1,585 50 1,635 0 1,635

事業活動支出計(2) 135,630 98,982 234,612 0 234,612

事業活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

1,063 △8,663 △7,600 0 △7,600

【施設整備等による収支】

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0

施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 730 0 730 0 730

基金積立資産支出 753 0 753 0 753

施設整備等支出計(5) 1,483 0 1,483 0 1,483

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

△1,483 0 △1,483 0 △1,483

【その他の活動による収支】

収
入

積立資産取崩収入 1,660 0 1,660 0 1,660

その他の活動収入計(7) 1,660 0 1,660 0 1,660

支
出

積立資産支出 7,031 634 7,665 0 7,665

その他の活動支出計(8) 7,031 634 7,665 0 7,665

その他の活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

△5,371 △634 △6,005 0 △6,005

予備費支出(10) 3,514 844 4,358 0 4,358

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

△9,305 △10,141 △19,446 0 △19,446

前期末支払資金残高(12) 40,098 10,141 50,239 0 50,239

当期末支払資金残高(11)+(12) 30,793 0 30,793 0 30,793



おくたま ふくし( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

10月27日 30,000円 亡父洋美の生前謝意として 氷川1806-1 礒部慶洋

10月27日 10,000円 福祉のために 氷川1806-1 礒部信子

1月18日 50,000円 亡父の生前謝意として 匿 名

2月 8日 20,000円 福祉のために 川井285 中村トミ

2月13日 100,000円 福祉のために 匿 名

2月21日 100,000円
福祉のために
ベッドを借りたお礼として

氷川76 長田一雄

3月14日 100,000円 亡母、千惠子の生前謝意
青梅市千ヶ瀬町
6-788-1
ハイホーム青梅311

齋藤清美

3月23日 100,000円 福祉のために 氷川1380 ㈲三共堂薬局

3月23日 20,000円 福祉のために 留浦1237
一般財団法人
小河内振興財団

月 日 品 物 ・ 数 量 住 所 氏 名

1月18日 紙おむつ ３袋 匿 名

3月14日 紙おむつ ２袋 丹三郎276 澤本安弘

( 敬 称 略 )

４
月
１
日
付
で
次
の
と
お
り
、
職
員
の

異
動
・
昇
格
・
採
用
等
を
行
い
ま
し
た
。

【
昇
格
】

奥
多
摩
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任

坂
村

慧
美

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
奥
多
摩主

任

瀧
嶋

德
行

地
域
福
祉
課

相
談
支
援
係
（
町
派
遣
）

主
任

森
田

浩
通

【
異
動
】

地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
係

係
長

石
津

智
弘

主
事

関
口

誠

地
域
福
祉
課

相
談
支
援
係
（
町
派
遣
）

主
任

原
島

公
理

【
採
用
】

地
域
福
祉
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

主
事
補

須
﨑

千
尋

地
域
福
祉
課

相
談
支
援
係
（
町
派
遣
）

主
事

小
峰

陽
美

【
退
職
】

３
月
31
日
付

清
水

信
行

ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

職
員
の
異
動
等

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
去
る
１
月
29
日
に

台
風
災
害
を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
台
風
、
大
雪
、
大
地
震
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
社
会
福
祉
協
議
会
が

設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
い

ち
早
く
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

受
け
入
れ
る
態
勢
を
作
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
様
々
な
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

社協災害対策本部会議の様子

災害ボランティア用資材



おくたま ふくし( ７ )

社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社会福祉協議会が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっておりま

す。今後、ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひ

とりのご協力が大きな支えとなります。ぜひ、地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １口 １，０００円

特 別 会 員 １口 １０，０００円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付ておりますが、６月を

増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

本年度も、５月１日から３１日までを重点期間とし、赤十字会
員への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や
福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎災害時等の救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

などの事業のほか、新型コロナウイルス感染症に対する医

療支援にも役立てられます。



おくたま ふくし( ８ )

在宅サービスセンターのレクリエーション活動のひとつとして外出レクリエーションがあり、
３月は文化会館へ「ひな人形展」の見学に出かけました。
古くは明治時代のものから大正・昭和のものなど歴史を感じさせる貴重で可愛らしい多数のひ

な人形が出迎えてくれました。
たくさんのひな人形を前に、「綺麗～！」「素敵～！」などの声が多く聞かれ、利用者皆様、

目をキラキラと輝かせながら見学されていました。

桜が満開となり見ごろを迎える時季となりました。
新型コロナウイルスが流行してから３年が経過し、これまでの間、ご利用者様、ご家族様にあ

りましては日頃より感染予防対策にご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。
行事の開催自粛や規模縮小を余儀なくされた状況が続きましたが、今年度は徐々に元の形に戻

していきたいと思っておりますので今後ともよろしくお願いします。

２月、３月中に在宅サービスセンターで行われました行事をご紹介します。

デイルームには、毎年この時期に決まって２匹の鬼がやってきます。
「鬼は～外！ 福は～内！」の元気いっぱいのかけ声がデイルーム内に響き渡り、鬼に向かっ

て豆をまきます。
力強く思いきり豆を投げる方、遠慮しながら優しく投げる方、手持ちの豆がなくなり投げる豆

を「おかわり」するくらい夢中になって投げる方など、今年も利用者皆様の活躍により鬼は退散
して行きました。
今年も一年、皆様が健康で過ごせますようにお祈りいたします。

【２月 節分】

【３月 外出レクリエーション】



おくたま ふくし( ９ )

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://okusyakyo.or.jp/

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
お
く
た
ま

運
営
委
員
会

委
員
長

双
葉
会
診
療
所

院
長

片
倉
和
彦

サ
ル
を
ぎ
ゃ
ふ
ん
と
・
・
・

「
種
イ
モ
を
抜
か
れ
て
皮
の
内
側
を
食

べ
て
ポ
イ
っ
と
」
「
カ
ボ
チ
ャ
を
両
腕
に

抱
え
て
」
「
ネ
ッ
ト
を
持
ち
上
げ
て
イ
ン

ゲ
ン
を
む
し
ゃ
む
し
ゃ
と
」
「
ね
ぎ
の
白

い
と
こ
ろ
だ
け
食
べ
て
あ
と
は
ポ
イ
っ
と
」

「
電
気
柵
を
す
り
抜
け
ら
れ
て
、
妻
か
ら

は
張
り
方
が
ず
さ
ん
と
言
わ
れ
ま
し
た
」
・
・
・

今
日
の
診
察
室
は
猿
の
話
題
で
し
た
。

今
ま
で
の
対
猿
作
戦
、
つ
ま
り
空
気
で

膨
ら
ま
せ
る
虎
と
か
。
ゴ
ム
の
蛇
と
か
、

オ
オ
カ
ミ
の
尿
が
つ
い
て
る
紙
、
な
ど
は

こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
な

の
で
、
猿
を
ぎ
ゃ
ふ
ん
と
言
わ
せ
る
作
戦

を
一
生
懸
命
考
え
て
い
ま
す
。
電
気
柵
支

柱
を
１
０
８
Ｃ
ｍ
の
に
取
り
換
え
る
。
種

イ
モ
の
切
り
口
に
唐
辛
子
を
つ
け
る
。
社

協
の
Ｋ
さ
ん
情
報
の
ヒ
ト
デ
の
粉
を
使
う
。

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
に
鳥
は
引
っ
か
か
ら
な

い
よ
う
に
ハ
エ
取
り
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
。

な
ど
で
す
。

収
穫
に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
楽
し

み
に
畑
に
取
り
組
み
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

代
表

原
島

み
ゆ
き

タ
ン
ポ
ポ
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
原
島
で
す
。
タ
ン
ポ
ポ
の
会
は
障
が

い
の
子
を
持
つ
親
と
協
力
者
で
約
25
年
前

か
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
奥
多
摩
駅
の

前
で
行
わ
れ
て
い
た
骨
董
市
の
隅
っ
こ
を

借
り
て
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
や
畑
で
採
れ
た

野
菜
を
販
売
し
て
資
金
作
り
を
し
て
き
ま

し
た
。

始
め
は
自
分
達
の
子
ど
も
の
た
め
に
と

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
福
祉
会
館
の
建

て
替
え
が
あ
り
、
福
祉
喫
茶
の
ス
ペ
ー
ス

を
作
っ
て
頂
き
、
地
域
の
方
と
関
わ
る
事

で
町
に
住
む
障
が
い
の
あ
る
人
達
の
た
め

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
17
年
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

タ
ン
ポ
ポ
の
会
」
と
し
て
東
京
都
か
ら
認

証
を
受
け
、
平
成
19
年
に
「
障
が
い
者
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

か
も
ん
み
～
る
」

を
町
か
ら
受
託
、
私
達
は
仕
事
と
し
て
支

援
す
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。

旅
行
の
付
添
や
個
人
的
に
困
っ
て
る
こ

と
の
お
手
伝
い
な
ど
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
で
な
け
れ
ば
関
わ
れ
な
い
の
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

登
録
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
や
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
の
お
手
伝
い
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
達
は
、
地
域
の
方
々
か
ら

多
く
の
支
援
や
ご
協
力
を
頂
い
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
一
員
と
し
て
、
地
域
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
制
限
も
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ

愉
し
く
過
ご
せ
る
時
間
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ

ず
、
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
は
さ
さ
え
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
堀
口
利
明
さ
ん
に
バ
ト
ン

を
渡
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
片
倉
の

こ
こ
だ
け
の
話

福祉大会で感謝状を受けた

代表の原島さん



おくたま ふくし( １０ )

盛 田 正 輝 様 奥 多 摩 町 役 場 様 タモツ“ダミアン”カトウ 様

岡 部 増 雄 様 奥 多 摩 ス キ ー ク ラ ブ 様 白 井 チ ヱ 子 様

宮 田 工 務 店 様 一般財団法人小河内振興財団 様 齋 藤 清 美 様

匿 名 ２ 件

ボランティア・センターおくたまでは、ボランティア養成事業の一環として、下記の３つの

講座を開催します。ご興味のある方は、年齢、性別、経験は問いませんので、お気軽にお申し込

みください。

≪手話講習会≫
【期 日】令和5年7月6日～令和5年11月までの

毎月第1・3木曜日

【時 間】午後7時～8時30分（全10回）

【会 場】福祉会館 1階ボランティア室
【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として

1,000円をご負担いただきます。

【申込受付】6月30日(金)まで

≪指圧講習会≫
【期 日】令和5年7月～令和5年11月までの

毎月の月曜日（毎月第2・4月曜日））

【時 間】午後1時～2時30分（全10回）

【会 場】福祉会館 2階 和室

【受講料】無料 ※但し、初回のみテキスト代として
1,200円をご負担いただきます。

【申込受付】6月30日(金)まで

≪音訳ボランティア養成講座≫
【期 日】令和5年9月～令和5年11月までの毎週木曜日
【時 間】午後2時～4時（全10回）

【会 場】福祉会館 2階 会議室

※詳細は７月の広報でお知らせします。

ボランティア・センターおくたま 電話８３－３８８３

手話講習会の様子

福指圧講習会の様子


